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研究報告書 

 

2021年度は、受入研究室が開発したCombi-CRISPR法を利用したノックイン（KI）

ラット（Ratbow）の作製、及びそのドライバーラットであるEmx1-Cre/Emx1-CreER

ラットの樹立を目指した。Ratbowのベースであるbrainbow cassetteを設計し、それを

神経細胞特異的なプロモーターであるThy1-promoter下につなげた。このratbowカセ

ットを、ラットのRosa26 locusのホモロジーアームと共にクローニングし、必要量の

DNAを精製した。ここまでは、申請者の所属である東京都医学総合研究所で行った。

その後、DNAを東京大学医科学研究所へ移し、受入研究室にて、ラット胚へ移植した。

本年度内に既にratbowラット及び２つのドライバーラインの樹立まで終え、現在お互

いを交配しその組み換え効率等を確認中である。Ratbowを用いた今後の解析は、2022

年度の研究計画内で遂行する予定である。2021年度に予定していた実験は概ね順調に

進んでおり、2022年度における解析結果をもとに、論文投稿を進めていく予定である。 

 

 

 

 

  


